
親なき後の将来に向けた障害者施策として充実させる主な施策

千円

新規

8,627

地域生活支援拠点等の整備
（令和９年度から実施予定分）

【令和９年度から】

地域生活支援拠点施設等に「地域生活支援拠点等コーディネーター」を１名配置し、障害のある人や家族

等の状況が変化した場合に、地域生活を維持できなくなるリスクの高い人の情報を事前に把握し、緊急時に

備えておく仕組み（事前登録制）の構築・運用を担うとともに、実際に緊急案件が発生した場合には、短期

入所事業所や通所事業所等と緊急時の受け入れに係るコーディネート業務を行います。

また、「地域生活支援拠点等コーディネーター」を中心として、短期入所事業所の「緊急時の受け入れ・

対応」の連携体制を構築する（地域生活支援拠点等に位置づける）ことで、緊急時のセーフティネットを

確保します。

実施内容 実施経費

地域生活支援拠点等コーディネーター１名の配置（緊急時の受
入調整、事前登録制の構築などのコーディネート業務を行う）

コーディネーター１名分の人件費等
683万円

短期入所事業所の連携体制の構築（地域生活支援拠点等に位置
づけることで、緊急時のセーフティネットを確保）

地域生活支援拠点等としての国の報酬
加算 1,072円/ 日 または 2,144円/日

（R11年度時点の見込額）
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